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　雨の強さは、気象庁によって５段階に分けられています。強い雨が降ると下水道や道路側溝から水が溢れ、
内水はん濫や外水はん濫の被害リスクが高まります。
　雨の強さに応じた影響や降り方による状況を理解しましょう。雨による危険を確認するには、気象警報・
注意報やキキクル（危険度分布）、気象情報など参考にしてください。

▼雨の強さと降り方

　警戒レベルとは、災害発生の危険度と、とるべき避難行動を市民の皆さんが直
感的に理解するための情報です。「自らの命は自らが守る」の意識を持ち、発表さ
れる５段階の警戒レベルを参考に自らの判断で避難行動をとりましょう。

　この内水ハザードマップ以外の外水はん濫（洪水）をはじめとした自然災害の被害が予
想される区域、被害の大きさ、指定避難所に関する情報は五所川原市防災ハザードマップ
として市ホームページで公開しています。

▼警戒レベルと避難情報

▼五所川原市防災ハザードマップ

避難行動について①

▼避難行動の種類
　避難行動は「水平避難（立退き避難）」または「垂直避難（屋内安全確保）」があります。

▼内水はん濫と外水はん濫
●内水はん濫
　内水はん濫とは、下水道（雨水）などの排水能
力を超える大雨が降り、水があふれ出す現象です。
河川が近くになくても発生します。

●外水はん濫
　外水はん濫（洪水）とは、河川の水位が上昇し、
堤防などから水があふれたり、堤防が決壊するこ
とにより水が流れ出す現象です。

水害の基礎知識

警戒レベル 避難情報など 状　況 住民の皆さんが
とるべき行動

高齢者等避難
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緊急安全確保

避難指示

大雨・洪水・高潮
注意報

早期
注意情報

災害発生
又は切迫

災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの避難行動
を確認！

災害の
おそれあり

気象状況
悪化

今後気象状況
悪化のおそれあり

災害への心構えを
高める

命の危険
直ちに安全確保！

≪警戒レベル4までに必ず避難！≫ ５
４
３

避難指示で必ず避難！
すでに安全な避
難ができず命が
危険な状況

まもなく重大な
災害となる可能
性が高い状況

まもなく重大な
災害となる可能
性がある状況

避難行動について②情報の入手先

　すぐに避難するためには、いち早く情報を集める必要があります。
テレビやラジオ、インターネットなど様々な手段を使って情報を集めましょう。

▼防災情報の確認

市民の皆さんが集める情報

危険のない
　場所へ移動

上
層
階
へ
移
動

今いる危険な場所から可能な限り安全な場所へ向か
うこと。

大雨が予想されるときは、浸水想定区域（区域外であっ
ても、低い土地や地下空間）の外へ早めに立退き避難。

浸水による建物の倒壊の危険がないことを確認し、
自宅や隣接建物の2階以上に避難すること。

既に浸水が始まっているときや夜間の避難は危険！無理
に避難所などへ避難せず、建物の2階以上垂直避難。

予報用語

人の受ける
イメージ

人への影響 地面からの跳ね返りで
足元がぬれる 傘をさしてもぬれる

話し声が聞き取れない 寝ている人の半数くらいが雨に気がつく

地面一面に水たまりができる

ワイパーを
速くしても見づらい

高速走行時、
ブレーキが効かなくなる

道路が川のようになる

屋内（木造）

屋外の様子

車に
乗っていて

やや強い雨
（1時間雨量10～20㎜） （1時間雨量20～30㎜）

強い雨
（1時間雨量30～50㎜）

激しい雨
（1時間雨量50～80㎜）
非常に激しい雨

（1時間雨量80㎜以上）
猛烈な雨

車の運転は危険

水しぶきであたり一面が
白っぽくなり、視界が悪くなる

傘は全く役に立たなくなる

ザーザーと降る どしゃ降り
バケツをひっくり
返したように降る

滝のように降る
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような
圧迫感がある
恐怖を感じる

警戒レベル５緊急安全確
保の発令を待ってはいけ
ません！

警戒レベル４避難指示で
危険な場所から全員避難
しましょう。

警戒レベル３高齢者以外
の人も必要に応じ避難の
準備をしたり、自主的に
避難しましょう。

水平避難（立退き避難）水平避難（立退き避難） 垂直避難（屋内安全確保）垂直避難（屋内安全確保）

！？

HOTEL

危険！

危険！

　開設情報を確
認し、避難しま
しょう。

　通常の宿泊料が必
要です。事前に予約・
確認しましょう。

　普段から災害時に
避難することを相談
しておきましょう。

　傘など棒状の物で
足元に危険がないか
確認しましょう。

　長靴は水が入る
と動けなくなるの
で避けましょう。

　線路などの下を
くぐる地下道路（ア
ンダーパス）は急激
に水位が上がる危
険な箇所です。

市が指定した緊急避難場所や避難
所へ立退き避難❶

❸安全なホテル・旅館へ立退き避難

歩きやすい服装で❶

冠水危険箇所に注意！❸

側溝や、マンホールに注意❷

❷安全な親戚・知人宅へ立退き避難

避難するときは避難するときは立退き避難について立退き避難について

軍手・
　手袋

荷物はリュッ
クで両手を空
ける

履きなれた
スニーカー
など

　市が指定している避難所に行くことだけが避
難ではありません。立退き避難は以下の行動が
あります。普段からどこへ避難するか家族で決
めておきましょう。

　台風や大雨のような風水害はあらかじめ接近を予測できる災害です。大雨時に
「いつ」「だれが」「なにをするのか」を家族と話し合って決めておきましょう。

▼警戒レベルごとの避難行動
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緊急
安全確保
（市が発令）

避難指示
（市が発令）

高齢者等
避難

（市が発令）

大雨・洪水
高潮注意報
（気象庁が発表）

早期
注意情報

（気象庁が発表）

警戒レベル ①必要な行動にチェックを
つけましょう。

②その他必要な行動があれば、
空欄に記入してください。

＜警戒レベル 4までに必ず避難！＞

自主防災組織へ安否報告✓

外に出ず、自宅内の少しでも
安全な場所へ避難

✓

テレビやラジオをつけたまま
防災気象情報を確認

✓

防災情報を確認✓

避難所や安全な親戚・知人宅に避難✓

自宅の 2階へ避難
（2階まで浸水が及ぶ場合は避難所などへ避難）

✓

自主防災組織へ避難の報告✓

避難所の開設状況の確認✓

防災情報を確認✓

非常時持出品を手元に準備✓

避難を開始✓

自主防災組織へ避難の状況報告✓

避難方法と避難先の確認✓

避難先（親戚・知人宅）に連絡✓

避難に時間がかかる方は避難の準備✓

避難しやすい服装に着替える✓

気象情報を確認✓

自宅や周辺を確認（家の点検・片付け）✓

家族の予定を確認✓

非常時持出品と備蓄品の確認✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

✓

●この内水ハザードマップは
　近年、集中豪雨やゲリラ豪雨が頻発しており、短時間に増水し下水道（雨水）の排水機能が
追いつけず、土地や建物が水に浸かる被害が発生しています。水害の被害を最小限にするため、
平時より水害リスクを認識したうえで、浸水が想定される区域や避難場所について、事前に確
認していただくことが重要です。この内水ハザードマップは、下水道の能力を超える大雨に対
して、日頃からの備えや対策を準備していただくために作成したものです。

●内水ハザードマップの使い方
　いざというときに備えて、事前に必要な行動にチェックをつけましょう。
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※防災気象情報などの表記については、現在、気象庁および国土交通省で見直しを実施中であり、
今後変更が予定されています。

□お住まいの地域でどのくらいの浸水が想定されるか確認しましょう。
□通勤・通学場所や日常生活で利用する施設周辺の浸水リスクを確認しましょう。▶①浸水場所を確認する

□浸水が起きた時の避難先を確認しましょう。
□危険な場所や通行規制など、避難するうえで通行に支障がある場所を確認しましょう。
□避難先に向かう最適な避難ルートを確認しましょう。

▶②避難先を確認する

□避難の方法について理解しましょう。
□予想される浸水の深さに応じた避難の方法を確認しましょう。▶③避難の方法を理解する

□防災情報や避難情報の入手先を確認しましょう。
□災害時安否確認の方法を確認しましょう。▶④情報の入手先を確認する

□身の回りの安全チェックと対策を行いましょう。
□必要となる生活必需品を確認しましょう。
□非常時持出品を確認しましょう。

▶⑤災害に備え準備する

情報を理解する 日頃からの備え

・非常食
・日常食品
・持ち歩き用品

・非常食
・日常食品
・持ち歩き用品

ローリングストック

補充する

蓄える

食べる

▶自主防災組織（活動）

ローリング
　ストック法

日常の活動例
●防災の知識の普及、啓発　●災害危険の把握
●防災訓練の実施　●防災資機材の備蓄、管理

災害時の活動例
●情報の収集、伝達　●救出、救護
●避難誘導　●避難所の運営

　自主防災組織とは、災害による被害を予防または軽減するた
め、自治会等を中心に自主的に活動する組織です。

　自宅周辺で浸水の危険がありそうな場所を確認し、浸水深が浅いときは
身近にある物で浸水対策をしましょう。

　自宅の中でもどこが被災するかわかり
ません。
　1 箇所にまとめておくのではなく、分か
る範囲で分散しておくと様々な状況に対
応できます。

　日頃の買い物の中で少し余分に買って
置いておく。
　これだけで災害時の備えになります。

　災害時は支援物資がすぐ届きません。垂直避難を行うなど自宅で避難しな
ければいけない場合に備えて、物資を備蓄しておきましょう。▶備蓄について

日頃からさりげない備蓄

家庭の備蓄品と非常時持出品重要

□食品（缶詰、アルファ化米など） □飲料水 □着替え（防寒着含む）

□携帯電話及び充電器 □ヘルメット □軍手

□懐中電灯、ランタン □携帯ラジオ □ペン・ノート

□タオル、ティッシュペーパー □マスク □ 救急医薬品などの必要なお薬

□衛生用品 □ 電池・バッテリー・充電器 □ マイナンバーカード

□ 現金・貴重品（預金通帳・印鑑など） □その他必要なもの（     　 　）
※あらかじめ確認しておきましょう

▼家庭の備蓄品
　備蓄品は、家族構成などを踏まえて必要なものを準備しましょう。
備蓄品は最低でも３日分を、できれば１週間分程度備えておきま
しょう。

▼非常時持出品
　非常時持出品は、自宅を離れて避難する際に持ち出す最小限の必需品です。貴重品以外は、あら
かじめリュックに入れて、持ち出しやすい場所に置いておきましょう。

▶自宅の浸水対策
●土のうを設置し雨水の侵入を防
ぐ（ごみ袋による簡易水のう）

●お風呂やトイレの排水口から下
水の逆流を防ぐ

●側溝や雨水ますの掃除を行い排
水能力を維持

　災害が大きくなると公的機関が全て
のことに対応することは困難となりま
す。このため「自らの命は自らが守る」
という意識で行動することが大切です。
また、災害の被害を防止・軽減するた
めには、地域の連携や助け合いも重要
となります。

▶自助・共助の取組み
３つの連携が円滑なほど災害の被害は軽減できる！

地域のみんなで
助けあう

自分と家族の命は
自分達で守る

行政機関の
公的支援

自助 共助 公助

防災対策の基本

国や自治体などが取
り組むこと

地域や身近にいる人
どうしが一緒に取り
組むこと

一人ひとりが自ら取
り組むこと

分散しておく分散しておく

□食品 □介護用品、乳幼児用品

□飲料水 □工具

□ラップ □バッテリー・充電器

□紙の食器 □燃料

□救急用品 □ 懐中電灯、ランタン、ろうそく、ライター

□簡易トイレ □携帯ラジオ

□衛生用品 □毛布・寝袋

浸水への備え

内水はん濫のイメージ内水はん濫のイメージ 外水はん濫（洪水）のイメージ外水はん濫（洪水）のイメージ

　気象庁では、大雨による土砂災害、浸水害、洪水害などの災害が発生する可能性がある地域を地図上
に危険度を色分けして、ホームページ上でリアルタイムに掲載しています。
　危険度は、上記の警戒レベルと同じ 5 段階の色分けで明示し、迅速に避難できるよう情報を提供して
います。

▼キキクル（危険度分布）

土砂災害 浸水害 洪水害

パソコンや携帯電話・スマートフォンで検索して確認してみましょう。 キキクル　危険度分布 検 索

色がついている箇所はこんなところに注意！

大雨警報（浸水害）の
危険度分布 洪水警報の危険度分布大雨警報（土砂災害）の

危険度分布

周囲より低い場所 洪水浸水想定区域・河川沿い土砂災害警戒区域・がけ・渓流付近

災害は3種類

【警戒レベル5相当】
【警戒レベル4相当】
【警戒レベル3相当】
【警戒レベル2相当】

危
険
度

低

高 災害切迫
危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

土砂災害の危険度 洪水災害の危険度
【警戒レベル5相当】

危
険
度

低

高 災害切迫
危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

浸水害の危険度
【警戒レベル5相当】
【警戒レベル4相当】
【警戒レベル3相当】
【警戒レベル2相当】

危
険
度
低

高 災害切迫
危険
警戒
注意
今後の情報等に留意

指定河川洪水予報
洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）

• https://www.mlit.go.jp
/saigai/bosaijoho/

• https://www.jma.go.jp
/jma/index.html

国交省「防災情報提供センター」 青森地方気象台

• https://www.jma-net.g
o.jp/aomori/

青森県土砂災害警戒情報システム

• https://www.dosya-kei
kai.pref.aomori.jp/

青森県河川砂防情報提供システム気象庁

• https://www.kasensabo
.bousai.pref.aomori.jp/

青森県土砂災害警戒区域等マップ

• https://www.sabomap.
jp/aomori/

災害用伝言ダイヤル
電話・ケータイ・スマートフォンで

171 　内水はん濫による浸水被害などの発生により、被災地への通信が増加し、つながりに
くい状況になった場合、携帯電話を用いて安否情報を音声で確認することができます。

①171に電話する
②【 1 】を押す
③電話番号を押す（市外局番からダイヤル）
④自分の声を録音する

①171に電話する
②【 2 】を押す
③電話番号を押す（市外局番からダイヤル）
④伝言を聞く

録　音 再　生

※録音時間：1伝言あたり30秒　保存期間：171運用終了まで　蓄積数：電話番号あたり20伝言まで

スマートフォン・携帯電話

エリアメール
緊急速報メール

●ごしょLINE
（五所川原市LINE公式アカウント）
　ごしょLINEとは…五所川原市公式
LINEアカウントからメインメニュー、生
活情報、防災に関する必要な情報をリア
ルタイムで受け取ることができます。

●防災行政無線
　金木地区・市浦地区では、地震や大雨な
どによる災害が発生した際、緊急地震速
報や避難指示など、重要な情報を防災行
政無線を通じてお伝えします。

市民の皆さんに届く情報

• NHK第１放送（青森）
963kHz
• FMごしょがわら
（ジーラジ）76.7MHz

テレビ ラジオ

　テレビ・ラジオなどか
ら伝達される注意報、警
報を把握していれば、災害
発生に対する初動体制が速やかに
整えられることから、迅速な避難
などが可能となります。

リモコンのｄボタンを活用して、災害情報を
入手しましょう。

災
害
が

発
生
し
た
ら

ま
ず
ラ
ジ
オ

https://www.city.goshogawara.
lg.jp/kurashi/bousai/

●五所川原市
　ホームページ（防災）

蓄える→食べる→補充することを繰
り返しながら一定量の食品が備蓄さ
れている状態を保つ

蓄える→食べる→補充することを繰
り返しながら一定量の食品が備蓄さ
れている状態を保つ

災
害
に
備
え
て

準
備
し
ま
し
ょ
う
！

正
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
！

情
報
の
入
手
先
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

避難情報を
確認しましょう !

避難行動を
確認しましょう !

警戒レベルに応じた
行動を確認しましょう !

備
蓄
品
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
！

もしもに備えて
出来ること !
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